
◎平成三十年度歳入歳出の決算上の剰余金の処理の特例に関する

法律 
（令和二年二月五日法律第三号）   

一、提案理由（令和二年一月二八日・衆議院財務金融委員会） 

○麻生国務大臣 ただいま議題となりました平成三十年度歳入歳出の決算上の剰余金の

処理の特例に関する法律案につきまして、提案の理由及びその内容を御説明させていた

だきます。 

 今般、さきに決定されました安心と成長の未来を拓く総合経済対策を受けて、令和元

年度補正予算（第一号、特第一号及び機第一号）を提出し、御審議をお願いいたしてお

りますが、当該補正予算等において国債の発行を抑制するとの観点から、平成三十年度

歳入歳出の決算上の剰余金の処理について特例を定める必要があり、本法律案を提出い

たした次第であります。 

 以下、この法律案につきまして御説明を申し上げます。 

 財政法第六条第一項において、各年度の歳入歳出の決算上の剰余金の二分の一を下ら

ない金額を翌々年度までに公債又は借入金の償還財源に充てなければならないこととさ

れておりますが、平成三十年度の剰余金につきましては、この規定は適用しないことと

いたしております。 

 以上が、この法律案の提案の理由及びその内容であります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御賛同くださいますようお願いを申し上げます。 

二、衆議院財務金融委員長報告（令和二年一月二八日） 

○田中良生君 ただいま議題となりました法律案につきまして、財務金融委員会におけ

る審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、令和元年度補正予算等の編成に当たり、国債の発行を抑制するとの観点から、

各会計年度の歳入歳出の決算上の剰余金の二分の一を下らない金額を翌々年度までに公

債又は借入金の償還財源に充てなければならないと定めている財政法第六条第一項の規

定は、平成三十年度の一般会計歳入歳出の決算上の剰余金については適用しないことと

するものであります。 

 本案は、昨一月二十七日当委員会に付託され、本日、麻生財務大臣から提案理由の説

明を聴取した後、質疑を行い、質疑を終局いたしました。次いで、採決いたしましたと

ころ、本案は賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院財政金融委員長報告（令和二年一月三〇日） 

○中西祐介君 ただいま議題となりました法律案につきまして、財政金融委員会におけ

る審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、令和元年度補正予算等を編成するに当たり、平成三十年度の一般会計歳

入歳出の決算上の剰余金の処理についての特例措置を講じようとするものであります。 



 委員会におきましては、決算上の剰余金による財源確保の是非、補正予算の歳出の在

り方等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終了し、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決

定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 


